










































本論では, 乳幼児の認識構造の発達の過程について, 哲学的に考察することを目的とする｡ 言語獲得以前の乳











通常 ｢自己｣ と見なしているものは, 実際には,
｢把握できないほどの速さで次々に継起し, 常に
流転と運動を繰り返すような知覚の束, ないし集
合であるにすぎない｣ [Hume, 1.4.6] とされた｡














る ｢同一なもの｣ は, 言語を獲得した後のわれわ
れが認識する ｢同一性｣ とは異なるとスターンは
いう｡ スターンによれば, 生まれたばかりの乳児






覚, 触覚, 聴覚などを分節化し, 外界から ｢自己｣
に与えられる情報を秩序立てて分類する, 通常の



































図式) が別々に形作られ, ついで, これらの 2つ
の図式の間に何らかの交流, あるいは相互作用
(相補的同化) が起こり, ……はじめて乳児はこ
の課題を遂行することができる｣ [Stern, 57] は
ずだからである｡ 視覚的情報に基づいた同一性と
触覚的情報に基づいた同一性は, それぞれ別々に
構成され, それらが ｢連合｣ によって結びつくと
いうのが, ピアジェ学派の連合理論の基本的な考
え方でったのだ｡ だが, この実験によって, ｢乳
児は実際にはこのような構成過程を踏む必要がな








がある｡ 実際, 乳児は, 触覚的な情報によって



























を表象することで, 自分が見ている ｢世界｣ と,
他人が見ている ｢世界｣ との一致を確保する｡ そ
こにあるものを ｢椅子｣ という共通の言葉で言い
表すことで, そのものを ｢椅子｣ として他者と共
有することができるのである｡ 他者との間に共通



























りや ｢赤ちゃん言葉｣ などは, 不確定な感覚の海
の中で赤ん坊が不変的要素を際だたせ, 情動的に
同一な対象を認識するための重要な手がかりとなっ














































































乳児は ｢断崖｣ から向きを変えて引き返し, 当惑















































共有される世界において, 乳児の ｢自己｣ は, す










































帯的な性質として抽象し, 対象の ｢本質｣ から区
別することができなくてはならないだろう｡ それ
はまさに, ｢椅子とは何か｣ という哲学的な問い
を導きとして, 対象の ｢本質｣ を規定し, 偶然的
で分離可能な性質を対象から抽出することにほか
ならない｡ ｢椅子｣ のイデアと呼ぶべきものを範

























































Stern, 2056]｡ ｢何｣ を食べるのかを示さないま





























































幼児は, 一般的体系における ｢自己｣ の地位を構
築しようとする｡ 鏡に映った自分の像に関心を寄















ある｡ そして, 腐敗し, ぜいたくで, 勝ち誇っ
た匂いもある｡ (Baudelaire, Correspondences,



















覚の分類を ｢総合｣ した, ある ｢無様式的な知覚｣
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う問題は, それゆえ, 現象学において, 他者との
関係がどのように成立しているかを考える上で重
要な論点を提出すると考えられているのである｡









体の必然的環 (les anneaux necessaires)
の中に封じ込める瞬間でしかないだろう｡ つ
まり, 人生と同様, 作家が, 二つの感覚に共
通な特質を比較し, それらの感覚を時の偶然
性から解放するために, 一つの隠喩の中に結
合することによって, それらの共通の本質を
引き出すときである [Proust, 889]｡
｢文体の必然的環｣ によって世界の対象の関係
を描ききることは, 科学の世界における因果律と
同様に, ある種の真理を示すとプルーストはいう
のである｡
情動的同一性について78
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